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————————————–要約————————————–

本研究では、大学の単位取得をより効率的に行うために過去の教
学データを参照し、分析、それらの結果からその人、学年にあった
単位取得の意思決定支援を行う。

——————————- 1 はじめに——————————-

近年、労働者が不足しており就活生にとって有利な状況である売
り手市場であった就活情勢がコロナウイルスの影響から就活生に不
利な買い手市場にシフトしつつある。そこで、学生は自分の希望す
る企業に就職するために効率的に大学での勉学を納める必要がある。
現状、様々な大学や機関で就職支援と称したシステムが実装されて
いるが、その実態は求人情報や就職情報、学生に対するアンケート
の結果をまとめただけのものが多い。これらの機能を不要だとは言
えないが、その情報を生徒個人の価値として利用するには生徒が再
び情報の取捨選択を行わなければならず、生徒が自発的にこの機能
を使うとは考えづらい。また、学生の成績の向上を目的としたシス
テム「M2B」などが存在するがあくまでも授業中の理解度などから
学習支援、教育改善を図るためのシステムであり、就職に対する支
援としては十分な役割を果たせていない [1]。そこで本研究では、過
去の卒業生の就職先や教学データなどのデータ分析を行い、システ
ムを使用する学生がどのように学校での単位を取得すれば効率の良
い学習を行えるかをフィードバックすることを目的としたシステム
の実装を行う。

———————– 2 ユーザー間類似度———————–

2.1 教学IRとラーニングアナリティクス
IRとは Institutional Researchの略であり、浅野は IRを「ある特定の
目的に沿って情報を収集し、それらを加工・統合して分析し、計画
立案や意思決定を支援するために展開される活動の総称」と定義し
ており、それらを教学データに応用させたものを教学 IRと呼んでい
る [2]。教学 IRと類似した研究分野として、ラーニングアナリティク
ス (LA)が存在するが浜田らは教学 IRの目的は「教育機関全体あるい
は学部・学科の意思決定支援や質保証に必要な分析結果の提供」で
あり、LAの目的は「各授業や eラーニングコースの改善」としてお
り両者は目的による違いであるとしている [3]。本研究では、教学 IR
を広義に解釈し就職活動に有効に活用できるような意思決定システ
ムを提案する。

2.2 教学データとクラスタリング
2.3 情報推薦と協調フィルタリング

——- 3 情報推薦に基づく取得科目の最適化——-

3.1 大規模不完全AHP
AHPとは階層分析手法と呼ばれ、世の中の事象を目的、評価基準、
代替案の3つの階層に整理し、一対比較表を作成し、各代替案におけ
る比較対象者の主観的な重要度を算出する手法である。

図 1 AHPの流れ
大規模とは代替案に対する評価を行う評価対象者が複数人である
ことを示しており、不完全とはデータの欠損を示している。本来の
AHPならば全ての代替案同士についての一対比較を行うが、現実で
は全ての代替案について一対比較を行うことは難しい。そこで、全
ての一対比較が行われていなくとも、AHPのようにそれぞれの代替
案について重要度を算出する手法を不完全AHPと呼び、二つの特性
を合わせたAHPを大規模不完全AHPと呼ぶ [4]。
不完全なデータから各代替案の重要度を算出するために、「単独
の評価者 (L = 1)による全代替案に対する一対比較から得た一対比
較値 xlij(i, j = 1, ..., n)が完全整合した場合、それに限り、wi/wj =

xlij(i, j = 1, ..., n)Tとなる代替案の重要度ベクトルw = (w1, ..., wn)
T

が存在する。 」という事実から、ある重要度ベクトル wi/wj =

xlij(i, j = 1, ..., n)Tに対して比較者による一対比較値xlij(i, j = 1, ..., n)

はwi/wj = xlijであるときが理想と仮定し、(1)式で偶然誤差的に生
じていると仮定する。

xlij =
wi

wj
ϵlij (1)

(1)式を両辺について対数変換を行うと (2)式となる。
xlij = w̃i − w̃j + ϵ̃lij (2)

各評価者 l(l = 1, ..., L)が代替案対 (i, j)に対して与えた評価xlijから
一対比較グラフGを作成し、それを一対比較ネットワークNと呼び、
一対比較ネットワークの接続行列Aとカットベクトル x̃を利用する
ことで (2)式は (3)式のように表せることができる。

x̃ = AT w̃ + ϵ̃ (3)

重要度ベクトルを求めるために、誤差最小化問題 (4)を考える。
min||AT w̃ − x̃|| (4)

|| • ||をユークリッドノルム || • ||2とすると問題 (4)は最小ノルム問題
の特殊形として解くことができ、Iを単位行列とすると [4]の定理3.1

よりmin||AT w̃ − x̃||2の一般解は

w̃ = Mx̃ + (I −MAT )y (5)

で与えられる。1を全ての要素が1であるベクトルとしたとき、[4]の
系3.2よりQ = (AAT + 11T )−1Aとすると、問題 (4)の一般解 w̃は次
の式で表すことができる。

w̃ = Qx̃ +
ã

n
1 (6)

式 (6)で与えられる w̃を ã-重要度ベクトルと呼び、逆対数変換した
ベクトトルwをa−重要度ベクトルと呼ぶ。[4]の系3.3より、全ての
評価者が全一対比較を行う場合、ã-重要度ベクトルは (7)式で与えら
れる。
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n

n∑
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(
1

L
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x̃lij) +
ã

n
.(i = 1, ...n) (7)

(7)式の w̃を対数逆変換すると、

w̃ =

a

n∏
j=1

zij

 1
n

.(i = 1, ..., n) (8)

となる。ただし、

zij =

(
L∏
l=1

xij

) 1
L

.(i, j = 1, ..., n) (9)

である。(8)式において、wT1 = 1となるようにaを決定すれば、幾
何平均法となる。重複評価がなく、一対比較されていない代替案対
が存在する場合は、不完全AHPであり、

3.2 多目的最適化
3.3
3.4

—————— 4 提案手法——————

4.1 前提データ
4.2 先行研究によるブルウィップ効果の算定と所見
————————- 5 実験並びに考察————————-
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